
68 

 

5 基本⽅針 

（1）整備⽅針 

芦屋港には広大な敷地があり、本来の港湾機能として十分に活用されていないエリア

が多く存在します。しかし、一部には物流事業者が利用している現状もあるため、芦屋

港全体のレジャー港化・施設整備には時間を要することから、段階的に整備を図ること

とします。 

また、施設整備にあたっては、空間の有効活用に配慮し社会経済環境の変化に対応し

ながら、芦屋港内での機能移転なども見据えた柔軟な施設配置とし、将来案を目指すこ

ととします。 

さらに、事業化にあたっては、都市計画法や港湾法などの関係法令をはじめ、現在定

めてある芦屋港港湾計画を、利用用途にあわせて改定する必要があります。 

 

（2）計画期間 

10 年（2019 年から 2028 年） 

※社会経済環境の変化などに対応するため、計画期間中に見直しを行う場合があります。 

 

（3）整備範囲 

現在、遠賀漁業協同組合芦屋支所が使用している範囲を除いた全ての範囲を対象とし

ます。 

ただし、整備に伴い遠賀漁業協同組合芦屋支所に影響を及ぼす部分については、改修

などの必要な対策を講じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備範囲（赤破線部分） 
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（4）導⼊機能の考え⽅ 

平成27年度に実施された「芦屋港周辺における水辺の空間を活かした地域創生のため

の基盤整備検討調査」（福岡県）を踏まえ、芦屋港活性化推進委員会において検討した

導入機能をもとに、現時点で考えられる事業の実現可否を検討し、整理しました。ただ

し、これは現時点で想定されるものであり、事業化の段階においては、社会経済環境の

変化や芦屋港の賑わい創出などによる環境変化などに応じて、適宜見直しを行う必要も

あります。 

 

（5）事業主体 

事業の実施にあたっては、港湾管理者である福岡県と芦屋町が協力して実施すること

とします。 

整備する施設などに応じて主体は異なりますが、詳細な分担については、今後具体的

に協議しながら決定していくこととします。 

また、官民連携手法や民間事業者誘致などによる民間活力の活用も積極的に導入して

いくこととします。 

 

（6）芦屋港の整備コンセプト 

レジャー港化にあたっては統一的なコンセプトが重要となります。そのため、まず現

状と課題を踏まえた将来ビジョンを次のように定めました。 

 

  ■将来ビジョン 

① おいしい笑顔があふれる場所 

・芦屋町の新鮮な水産物や農産物を食べられ、そのおいしさを共有できる場所を

提供します。特に、漁協エリアとの近さを活かし、魚食の拠点と位置付けます。 

・芦屋町の水産物や農産物の魅力を語ることができる人を増やします。 

・海に隣接した地勢を活かして、「海が好き」、「水産物を食べるのが好

き」、「釣りが好き」な子どもたちを増やします。 

 

② 子どもたちが笑顔になれる自由な遊び場 

・広大な敷地を活かして、子どもたちが自ら考え、自由に遊ぶことができ、遊び

を通じてたくさんの学びを得られる場を提供します。 

 

③ ゆったり過ごせる海辺の時間を提供する場 

・海辺の景観を活かして、散歩、レジャー、サイクリング、デートなど、さまざ

まなシーンに利用され、思い出のワンシーンの背景には、いつも芦屋港がある

ような、芦屋町内外の人に愛される場を目指します。 
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④ 町民一人ひとりが主役になれる、みんなの居場所 

・町民の「やりたい」を実現する仕組みとコミュニティを形成し、みんなが芦屋

港の場づくりの当事者になれる機会を提供します。 

・芦屋港の場づくりを通して、地元愛を育み、芦屋町に誇りを持てる町民を増や

します。 

 

⑤ 行けば何かがある、期待感を感じさせる港 

・砂像展やマルシェなどさまざまなイベントを開催し、広域観光の拠点の1つとし

て、遠方から行きたいと思わせる、ワクワクした場所を提供します。 

 

 

 

 

   このような将来ビジョンを実現するための、芦屋港レジャー港化のコンセプトを次の

ように定めます。 

 

  ■コンセプト 

 

芦屋町の魅⼒を五感で楽しむ⿂⾷の拠点 

芦屋町の水産物、農産物を「見て、聞いて、触って、体験して、調理して、食

べて」、様々な芦屋町の魅力を五感で楽しむ拠点施設とします。特に、漁協との

近さを活かした「魚食の拠点」と位置付けます。 

海を活かしたレジャー拠点 

芦屋海浜公園、レジャープール、漁協との近さ、海釣などのポテンシャルを活

した、芦屋町の海を活かしたレジャーの拠点とします。 

⽔辺空間を活かした広域観光拠点 

芦屋町の観光拠点のほか、北九州都市圏域の広域観光の拠点の 1 つとして、ま

た海の玄関口として、水辺空間を活かした施設整備、観光コンテンツづくりを行

います。 

 

 

 

 

 

  


